
令和 7 年 6 月１日現在 

厚生労働大臣の定める掲示事項  

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療行為を行っている医療機関です。  
 

１．当院は以下の各種指定を受けた医療機関です。 

労災保険指定病院、生活保護法指定病院、救急医療告知病院、原子爆弾被爆者医療一般指定病院 

 

2．当院は施設基準に適合している保険医療機関として東海北陸厚生局長に届け出て、以下の許可を受けています。 

 当院２階病棟は、「一般病棟入院基本料1（急性期一般入院基本料4）」「DPC 包括入院料」の届け出を行っています。（日勤・夜勤あわせて）入院

患者様１０人に対して１人の看護職員がおり、看護基準を満たしています。看護職員の勤務数、配置は病棟に掲示しております。  

DPC 医療機関別係数 1.1642 

（基礎係数 1.0063+機能評価係数Ⅰ0.0820+機能評価係数Ⅱ0.0616+救急補正係数 0.0143+激変緩和係数 0.0000） 

 

当院３階病棟は、「地域包括ケア入院料１」の届け出を行っています。専従の理学療法士 1 名以上を常勤配置しています。看護職員・看護補助職員の

配置は病棟に掲示しております。 

  

当院４階病棟は、「回復期リハビリテーション病棟入院料１」の届け出を行っています。脳血管疾患又は大腿骨頚部骨折等の患者さんに対し、集中的なリ

ハビリテーションを行なう病棟であり、専任の医師１名の他、専従の理学療法士３名以上及び作業療法士２名以上、言語聴覚士１名以上、専任の管理栄

養士を１名以上、専従の社会福祉士等１名以上を常勤配置しています。看護職員・看護補助職員の配置は病棟に掲示しております。  

 

 当院では医師・看護師が、それぞれの業務に専念できる勤務環境を作るために、平成 24 年 4 月より勤務医、看護師負担軽減計画策定部会を立ち上げ、

負担軽減を図る取り組みを行っています。 

 

四日市市は５級地に区分され、「地域加算」として１日当たり 9 点を加算しております。  

 

 

 



 

当院は、入院時食事療養（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ）の届け出を行っており、管理栄養士によって管理された食事を適時・適温で提供しています。ま

た、ご病状に応じ治療食も提供しています。  

 

 

 

３．当院は、上記以外に下記の基本診療料の施設基準に適合している保険医療機関として、東海北陸厚生局長へ届け出を行っています。  

診療録管理体制加算３：専任の診療情報管理士を配置し、その他の診療録管理体制を整え、患者さんに対し診療情報の提供を行なっています。  

医療安全対策加算 2・医療安全対策地域連携加算 2：医療安全確保のための業務改善等を継続的に実施しています。 

他の保険医療機関との連携により、医療安全対策を実施するための必要な体制を有しています。  

感染対策向上加算 2・連携強化加算・サーベイランス強化加算：感染制御チームを設置し、連携医療機関のカンファレンスに参加し、院内感染防止対策を行 

っています。感染対策連携共通プラットフォーム（J-SIPHE）に参加しています。 

入退院支援加算 1：入院患者さんの入退院に係る調整を図る部門が設置され、退院調整を行なうにつき十分な体制を有しています。  

入院時支援加算：入院患者さんの入退院に係る調整を図る部門が設置され、入院前より支援を行うにつき十分な体制を有しています。 

地域連携診療計画加算：連携する保険医療機関等と地域連携診療計画を共有しており、評価等を行うための機会を定期的に設けています。 

患者サポート体制充実加算：相談窓口を設置し、相談内容に応じた適切な職種が対応を行っています。  

病棟薬剤実施加算 1：病棟専任の薬剤師が、病棟薬剤業務を行っています。 

区分 入院時食事療養費の標準負担（1食当たり）

一定以上所得者・一般 510円

240円

190円（長期入院該当）

低所得（Ⅰ） 110円

療養病床に入院する ６５ 歳以上の患者さんは、食費のほか居住費を含めた『入院時生活療養費』となります。

区分 入院時生活療養費の標準負担（1食当たり） 居住費（1日当たり）

現役並み所得者

一般

低所得者Ⅱ 240円

低所得者Ⅰ②（注1） 140円

低所得者Ⅰ①（注2） 110円 0円

※（注1）厚生労働大臣が定める状態にある患者さん

※（注2）世帯全員が市民税非課税世帯で、老齢福祉年金を受給している方

低所得（Ⅱ）

510円

370円



データ提出加算 2・データ提出加算 4：DPC フォーマットデータの提出を行っています。 

医師事務作業補助体制加算 2：医師の事務作業を補助する体制を有しています。 

救急医療管理加算：救急医療に対する基準を満たし、救急医療を行い、緊急の入院を受け入れる体制を有しています。  

後発医薬品使用体制加算 1：後発医薬品を検証し、積極的に使用しています。厚労省の使用体制の基準を満たしています。  

認知症ケア加算 3：認知症を有する患者のケアを行うにつき十分な体制を有しています。 

機能強化加算：健康診断等に係る相談及び夜間・休日の救急診療の問い合わせへ対応を行っています。 

せん妄ハイリスク患者ケア加算：せん妄のリスク因子の確認を行い、ハイリスク患者にせん妄対策を実施しております。 

情報通信機器を用いた診療：情報通信機器を用いた診療の体制を有しています。 

医療 DX 推進体制整備加算：医療 DX を活用する体制を有しています。 

短期滞在手術等基本料１：短期滞在手術を行うにつき十分な体制を有しています。 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ・栄養・口腔連携体制加算：ADL 等の維持、向上及び栄養管理等、口腔管理を行うにつき十分な体制を有しています。 

 

 

 4．当院は、上記以外に下記の特掲診療料の施設基準に適合している保険医療機関として、東海北陸厚生局長へ届け出を行っています。  

薬剤管理指導：入院時に薬剤師が服薬指導など薬学的管理を行っています。  

脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料(Ⅰ)・初期・急性期加算：医師の指導監督の下、理学・作業療法士、及び言語聴覚士が患者様の訓練等行います。  

廃用症候群ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料(Ⅰ)・初期・急性期加算：医師の指導監督の下、理学・作業療法士、及び言語聴覚士が患者様の訓練等行います。 

運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料(Ⅰ)・初期・急性期加算：医師の指導監督の下、理学・作業療法士が患者様の訓練等行います。  

呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料(Ⅰ)・初期・急性期加算：医師の指導監督の下、理学・作業療法士が患者様の訓練等行います。  

CT 撮影及び MRI 撮影：マルチスライス CT 装置、及び１．５テスラ以上の MRI 装置を有しています。  

検体検査管理加算(Ⅰ・Ⅱ)：検体検査を行うにつき十分な体制が整備されています。  

胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）：所定点数の 100 分の 80 に相当しない施設として届出を行っています。  

胃瘻造設時嚥下機能評価加算：摂食機能に係る療養を行うにつき相当な実績及び十分な体制を有しています。 

輸血管理料Ⅱ・輸血適正使用加算：輸血管理を行うにつき十分な体制を整備しています。  

糖尿病合併症管理料：専任の常勤医師および看護師を配置し、糖尿病足病変の指導を行っています。 

糖尿病透析予防指導管理料：専任の常勤医師および看護師を配置し、透析予防の指導を行っています。 

地域連携診療計画加算：連携する保険医療機関等と地域連携診療計画を共有しており、評価等を行うための機会を定期的に設けています。 

在宅療養支援病院（2）・在宅時医学総合管理料：在宅での療養を行っている患者の病状の急変等により入院が必要となった場合に、 円滑に入院でき、

患者の意向を踏まえた医療が提供される取組を行っています。  



在宅医療 DX 情報活用加算：在宅医療 DX を活用する体制を有しています。 

下肢創傷処置管理料：基準を満たす施設において、下肢の潰瘍を有する患者さんに対し計画的な治療・指導を行っています。  

椎間板内酵素注入療法：手術を行うに当たり日本脊椎脊髄病学会より認定され、緊急手術が可能な体制を有しております。 

在宅がん医療総合診療料：居宅において療養を行っている末期の悪性腫瘍患者であって通院が困難なものに対して、計画的な医学管理の下に総合的な医

療を提供できる体制を有しています。 

CT 透視下気管支鏡検査加算：マルチスライス CT を有し、検査を行うにつき十分な体制を整備しています。 

ニコチン依存症管理料：敷地内が禁煙であり、禁煙治療を適切に行える体制を整備しています。 

小児運動器疾患指導管理料：当該療養を行うにつき十分な経験を有する医師を配置しております。 

がん性疼痛緩和指導管理料：がん性疼痛の症状に対して、緩和ケアを担当する医師を配置しております。 

二次性骨折予防継続管理料１・２・３：骨粗鬆症の診療を行うにつき十分な体制を有しています。 

緊急整復固定加算：緊急手術が可能な体制を有しています。 

後縦靭帯骨化症手術：脊椎又は脊髄に係る手術について十分な経験を有する医師を配置しています。 

看護職員処遇改善評価料３３：急性期医療を提供するにつき十分な体制が整備されています。 

外来・在宅ベースアップ評価料Ⅰ：外来又は在宅医療を実施しており、対象職員の賃金の改善を実施するにつき十分な体制が整備されています。 

入院ベースアップ評価料 65：入院基本料等を算定している医療機関であり、対象職員の賃金の改善を実施するにつき十分な体制が整備されています。 

 

 

5．当院は、入院時食事療養の基準に手起動している保険医療機関として、東海北陸厚生局長に届け出て、入院中の食事は病院で準備しています。 

 適時・適温の給食を提供しています。 

（配膳時間 朝食：７時３０分  昼食：１２時３０分  夕食：１８時００分）  

  

 

6．当院は、特定療養費の施設基準に適合している保険医療機関として、東海北陸厚生局長に届け出て、入院中の食事は病院で準備しています。 

 特別な療養環境の提供、入院期間が 180 日を超える入院 

  （一般病棟入院基本料：2,200 円  特定入院基本料：1,595 円） 

  

 

 



 

7．当院では、４人室以上の大部屋を除く個室・２人室には、下記のように室料をご負担いただいています。  

また、文書料など以下の項目について、その使用料・利用回数等に応じて実費の負担をお願いしております。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 当院で紙オムツ等をご使用される場合は、病院で全てご用意しております。紙オムツ等の販売価格は下記の通りです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．その他 

 診療録開示については、総合窓口へお尋ねください。 

 健康診断等に係る相談及び夜間・休日の救急診療に関しては、当院へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書」の発行について 

 

富田浜病院では、厚生労働省の指示に基づき、平成 22 年４月１日より、領収証の発行の際に、「個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書」を発行することと致しました。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、平成 30 年 4 月 1 日より、明細書を無料で発行することと致しました。 

これは、医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から実施されるものです。 

明細書へは、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されたものであることや、毎回お渡しするものでありますから、主旨をご理解いただいた上で、明細書の発行を希望さ

れない方は、会計窓口までお申し出ください。 

なお、一旦お申し出された後も、変更は随時受付しておりますので、同じく会計窓口までお申し出ください。 


